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論文

　ポストコロナ時代の日本において、一時期停滞してい
た観光産業は、再び国内主要産業の一つとして注目を集
めるようになってきた。
　現行の『観光立国推進基本計画（第 4 次：2023 ～ 2025
年度）』を紐解くと、観光はコロナ禍を経ても成長戦略の柱、
地域活性化の切り札、国際相互理解・国際平和にも重要
な役割を果たすと認識されており、コロナ禍による観光
を取り巻く状況の変化や、コロナ禍前から観光産業が抱

えていた課題を踏まえ、我が国の観光を持続可能な形で
復活させることを重視していることが読み取れる。
　この第 4 次計画においては、「持続可能な観光地域づ
くり戦略」、「インバウンド回復戦略」、「国内交流拡大戦
略」の 3 つの柱を基本的な方針に据えている。そして、
第１の柱である「持続可能な観光地域づくり戦略」にお
いては、①観光振興により地域社会・経済に好循環を生
む仕組みづくりを推進することや、②地域住民の理解も
得ながら地域の自然・文化の保全と観光を両立させるこ
となどを推進することを目標としている。加えて、第 3
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　【要旨】日本独自の野菜（山菜）の一つとして一般に認識されているわさびは、農林水産行政においては特用林産物の一つ

に位置づけられる。またわさびは、寿司やそば、刺身、わさび漬けなどの和食に広く用いられるため、インバウンド旅行者に

とっては日本を感じさせる観光資源、国内旅行者にとっては里山や農山漁村などの地方を感じさせる観光資源としての価値が

認められる。加えて、2017 年から 2018 年にかけては「静岡水わさびの伝統栽培」が日本農業遺産 / 世界農業遺産に認定され

たことから、わさびは食や土産物としての観光資源だけではなく来訪地（デスティネーション）としての観光資源としても期

待されるようになった。これらの背景を受けて、本調査では、日本における観光資源としてのわさびの活用実態を既存データ

ベースで整理するとともに、わさびの観光デスティネーションとしての活用の可能性を考察し、日本国内の広い範囲で活用の

余地が残されている状態にあることを指摘した。

　【Abstract】Japanese wasabi （Eutrema japonicum （Miq.） Kiudz.）, recognized as one of Japan's original vegetables 
（edible wild plant）, is generally considered a special forest product by the Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries 
of Japan. Additionally, it is considered a valuable tourist attraction that reminds foreign inbound tourists Japanese culture/
Japanese domestic tourists of the rural Satoyama landscapes. It is widely used in Japanese foods such as sushi and soba, 
sashimi, and pickled products （Wasabi-Zuke） on sightseeing tours. However, it came to be recognized in the tourism 
industry as a potential tourist destination, in addition to being a food item and souvenir. Moreover, from 2017 to 2018, the 
"traditional cultivation of the Shizuoka water wasabi" was certified as an example of Japanese agricultural heritage. Taking 
these situations into consideration, this study looks at the feasibility of wasabi as a tourist attraction in Japan using the 
existing database, JAPAN 47 Go, and examines its potential as a tourist destination.
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の柱である「国内交流拡大戦略」においては、③旅行需
要の平準化と関係人口の拡大につながる新たな交流需要
の開拓を図ることが目標に掲げられている。
　つまり、我が国の観光地づくりを推進するためには、
地元の自然環境や歴史文化に根差した上で地域資源を取
り入れながら、オーバーツーリズムなどの旅行行動の偏
りをアンダーツーリズムとなっている地域に呼び込むこ
とで観光客の集中度合いの平準化に寄与する観光システ
ムを開拓し、関係人口を構築するとともに、観光振興に
より地域社会・経済に好循環を生む仕組みづくりを行い、
持続可能な形で未来の観光像を検討することが必要とさ
れていると考えられる。
　さらに、第 2 の柱である「インバウンド回復戦略」を
念頭に置いた場合には、④外国人観光客に目を惹くよう
な日本独自の観光資源の有効活用を行うシステムを構築
するための研究にも重要な社会的意義が見出せると考え
られる。
　以上の議論を総合的に鑑みると、観光デスティネー
ションのプル的要因（デスティネーションに人々を惹き
つける地域的要因）としてのポテンシャルが高いものの、
現状では効果的に活用されていない資源を開拓し、観光
客の地方への分散を見据えた農山漁村の地域づくりに有
効な地域評価・計画のあり方を、地域計画学分野から考
察する必要性が高まっていると考えられる。言い換えれ
ば、デスティネーション（観光目的地）として来訪価値
があるものの、現状では十分注目が集まっているとは言
い難い日本各地の観光資源やレクリエーション空間を、
地方自治体の行政計画などに位置づけ、有効に活用する
ために必要な学術的知見を深めていくことが観光学に求
められている。
　そして、本論文ではそのような観光資源の中からわさび
に着目した分析を行うことにした。わさびとは、他国には
ない日本固有の伝統的な食材であり、幅広いジャンルの和
食に活用され、農林水産行政においては特用林産物に位
置づけられている。また、2013 年には「和食」がユネスコ
の無形文化遺産に登録されたことから、食の素材としての
わさびへの関心が世界的に高まるとともに、2017 年には、
わさび栽培発祥の地である静岡市葵区の有東木（うとうぎ）
地区を含む「静岡地域」が、伊豆地域などとともに「静岡
水わさびの伝統栽培」として日本農業遺産に、2018 年に
は世界農業遺産（GIAHS）に認定されたことから、国内
外を対象としたデスティネーションとしての来訪ポテンシャ
ルの価値も高まってきていると考えられる。
　このようなわさびの観光的活用に関連する既存研究と

しては、例えば田中（2023）らが、上述の「静岡市葵区
有東木」地区のデスティネーションとしての実情を、市
の行政計画の分析や、「5 × 5 フィルタリング法」によ
る地理的分析を用いて調査している。その結果、有東木
地区に代表される「小規模わさび田の文化的景観」のデ
スティネーション性および宿泊性については、現状では
十分ポテンシャルが活かせていないという状況が明らか
にされた。この実態は、現状では「食」としてのわさび
は観光行動に幅広く活用されている一方で、来訪空間と
してのわさび田などの活用は未だ十分開拓されていない
という課題を示していた。ただし、考え方によってはわ
さび田にはデスティネーションとして、今後の伸びしろ
が残されている実情を示しているとも考えることができ
た。
　その他、日本のわさびの観光活用に関連する研究と
しては、竹内ら（2021）が渓流に存在する静岡県の小
規模水わさび田の水温変化を調査することでデスティ
ネーションとしてのわさび田の気候的条件の解明に資す
る研究を実施した上で、小規模わさび田の価値を再認識
する考察を行った事例や（竹内ら 2022）、近世・近代に
形成された水わさび産地の景観構造を明らかにした上で

（横尾・荒井 2022）、近代の水わさび産地における栽培
技術を反映した景観の特徴を解明した研究（横尾・荒井
2024）、地理学の視点から伊豆天城地方におけるわさび
栽培の地域的展開を解明した研究や（青木 2009）、自然
史の観点から伊豆半島西海岸と中央部の巨木林とわさび
田を観光の観点から読み解く試み（小泉 2011）、静岡水
わさびの伝統栽培を事例として世界農業遺産（GIAHS）
における伝統性の検討をした研究（眞鍋 2024）等をみ
ることができる。
　以上の先行研究を概括すると、観光資源としてあるい
はランドスケープ資源としてのわさびの価値を考察した
既存研究は散見されるものの未だ十分とは言えず、研究
自体が 21 世紀に入ってから行われるようになった比較
的新しい研究分野である実情が指摘できる。加えて、静
岡県を中心としたケーススタディが先行していて、日本
全体における観光資源としてのわさびの現状の把握を試
みた研究は未だ行われていないことが明らかとなった。
本論文ではそのような研究状況を踏まえて、日本におけ
る観光資源としてのわさびの活用実態を既存データベー
スで整理する研究を実施した。



観光資源としての「わさび」の現状と課題

第 ８ 号（2025） 20

２―１　研究の目的
　本研究の目的は、日本において、どのような地域で、
どのような活用方法で、わさびが観光資源として位置づ
けられているのかという実態を整理し、将来の方向性を
検討することにある。そして実態把握のために、既存
データベースを用いた分析を進めることにした。

２―２　研究の対象
　本研究の対象地は、日本全域となる。後述のとおり、
植物としてのわさびは北海道から九州まで、日本全域に
自生する。そのため、「食」の資源として、あるいは「来
訪」資源としてのわさびを地元の観光資源として活用す
ることは、理論的には日本全国で可能である。
　このような前提のもと、分析の対象とするデータにつ
いては、研究の方法で詳述するとおり、「日本で観光資
源として認識され、既存の観光データベースに記載され
ている『観光資源としてのわさび』」とした。

２―３　研究の方法
　本研究では、公益社団法人日本観光振興協会が管理運
営している全国観光情報データベース「JAPAN 47 GO

（2024 年 2 月現在で 11 万 3,626 件の観光情報を収録）」
を活用した分析を行った。
　具体的な手順としては、まず「わさび」、「ワサビ」、「山
葵」という 3 種類のキーワードを用いた情報検索により、
JAPAN 47 GO のデータの中から、わさびに関する観光
情報の抽出を行った。
　続いて、抽出されたデータの内容を確認し、観光資源
としてのわさびの活用類型の整理を行った。そして、都
道府県別の集散状況を地図化した。
　さらに、「わさびは 『来訪』資源か、『食』の資源か？」
という観点から、わさびの活用実態を取りまとめた。最
後に、その資源の分布状況を、都道府県別に集計し、考
察を行った。
　
２―４　わさびについて
　わさびとは、アブラナ科ワサビ属の植物である。学名
は Eutrema japonicum （Miq.） Koidz. であり、日本原産
で、北海道、本州、四国、九州に分布している。通常は
水のきれいな渓谷や渓流に自生するとともに、静岡県や
長野県を中心に、日本全国でわさび田を用いた人工栽培

が行われている。

２―５　仮説の設定
　本論文では、仮説を「観光資源としての『わさび』は、
未だ十分活用されていないものの、日本各地において食
や土産、デスティネーションとしての伸びしろがある。」
と設定し、既存データベースの分析を通じ、この仮説の
検証を行っていく。

３―１　データベース「JAPAN 47 GO」に掲載された
観光資源としての「わさび」

　方法の章に記載したとおり、観光情報データベース
「JAPAN 47 GO」を用いて、「わさび」、「ワサビ」、「山葵」
というキーワードで情報検索を行った。
　その結果、 「わさび」で 68 件、「ワサビ」で 52 件、「山
葵」で 7 件の観光情報が抽出された。
　そしてデータの重複を確認するとともに、直接観光資
源としてのわさびとは関係しない情報（所在地住所に山
葵がつくだけで実際にはわさびを活用しない観光情報
や、例示としてわさびという単語が出てくるが実際には
わさびを活用していない観光情報など）を除外した結果、
95 件が観光資源としてのわさびとして掲載されている
ことが明らかとなった。つまり、日本独自の食材として
知名度が高いわさびではあるが、観光資源として顕在化
して既存観光情報データベースに掲載されているわさび
の情報は 2 桁に留まっている実態が明らかとなった。

（１）「JAPAN 47 GO」における資源類型
　「JAPAN 47 GO」では、掲載されている観光情報を
類型化するためにタグ付けが行われている。そのため上
記の検索で抽出されたわさびの情報に付けられたタグに
着目して集計し、結果を取りまとめた一覧が表 1 である。
また、図 1 としてその構成比を円グラフで示した。この
取りまとめ結果をみると、95 件存在した観光情報の中
で、わさびは「食」の資源としての認識が優勢で（「味覚・
グルメ：34 件」、「食文化・郷土料理：14 件」、「郷土料理・
ご当地グルメ：7 件」など）、続いて土産物としての資
源（「ショップ：8 件」、「道の駅：2 件」など）としての
活用が続き、来訪地としての認識（「季節のお出かけ：3
件」、「果物狩り・収穫体験：1 件」など）は下位に留ま
る実態が明らかとなった。

2　目的・対象・方法

3　結果 
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（２）「JAPAN 47 GO」に掲載されたわさび関連観光資
源の地理的分布

　続いて、「JAPAN 47 GO」に掲載されたわさび関連
観光資源の地理的分布を確認するため、都道府県別に集
計し、マップ化を行った。その結果は図 2 に示したとお
りであり、青森から鹿児島まで、わさびは観光資源とし
て広範囲で認識されている実態が明らかとなった。

　この結果を読み解くと、地方別の集散状況について、
データベース上では北海道地方では観光資源としての
わさびの活用は確認できなかったものの、東北地方で
14 件、関東地方で 9 件、中部地方で 32 件、近畿地方で
７件、中国地方で 20 件、四国地方で 5 件、九州地方で
9 件となっていた。わさび栽培発祥の地である静岡県を
抱える中部地方における観光情報が多いものの、北海
道や沖縄を除く、青森から鹿児島までの各都道府県に
満遍なく分散して、観光資源としてのわさびの活用が
既に行われている状況を読み解くことができた。
　なお、都道府県別のランキングを確認すると、上位
は静岡（15 件）、山口（11）、長野（7）、山梨（6）、岩手・
東京・島根（5）となっており日本各地に分散していた。
この点からも観光資源としてのわさびは国内の特定の
地域に集中するような観光資源ではなく、日本全国で
活用、展開が可能であるという状況が読み取れた。

（３）わさびは「来訪」資源か、「食」の資源か？
　さらに、観光行動の観点から、わさび関連観光情報
の分類を行った。具体的に記述すると、わさびは、「わ
さび田の見学」など、不動産として場所や空間が固定
された形で旅行客をプル的要因として機能する「来訪」
資源か、和食の材料やお土産の原料などとして、持ち
運び可能な動産として活用される「食」の資源かとい
う観点で分類した。さらに「来訪」資源についてはわ

表１　JAPAN 47 GO に記載された観光わさびの類型
（注）データベース「JAPAN 47 GO」をもとに筆者作成

図１　JAPAN 47 GO 記載の観光わさびの類型別構成比
（注）データベース「JAPAN 47 GO」をもとに筆者作成

図２　JAPAN 47 GO に記載された観光わさびの都道府県別
集散状況

（注）データベース「JAPAN 47 GO」をもとに筆者作成
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図２　JAPAN47GOに記載された観光ワサビの都道府県別集散状況 
	


（注）データベース「JAPAN47GO」をもとに筆者作成	


図２　JAPAN47GOに記載された観光ワサビの都道府県別集散状況 
	


（注）データベース「JAPAN47GO」をもとに筆者作成	
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さびが来訪の主目的である「メインデスティネーショ
ン（MD）」と、来訪地においてわさびが副次的な役割
を果たす「サブデスティネーション（SD）」とに細分
して集計した。「食」の資源についても、「現地での食事」
がメインか、「お土産」がメインかに細分して集計した。
なお、通常の観光行動では「来訪」資源と「食」の資
源とを同時に楽しむことが一般的であるが、本研究で
は最も重視されうる資源活用１つに絞って、95 件の観
光情報の分類を行った。
　結果は表 2 および図 3 に示したとおりである。表 2
をみると、「メインデスティネーション（MD）」が 17 件、

「サブデスティネーション（SD）」が 12 件、「現地での
食事」が 28 件、「お土産」が 38 件という結果となった。
そして図 3 に示したとおり、全体の約 7 割（69%）が
食事とお土産といった「食」の資源としての活用となっ
ていることが明らかとなった。

（４）「来訪」と「食」の資源分布
　最後に、 「来訪」資源か「食」の資源かという観点で
4 つに分類した結果見いだされた各々の観光情報の地理
的分布を都道府県別に集計して、図 4 ～図 7 としてマッ

プ化した。
　公園や収穫体験などの「メインデスティネーション

（MD）」として位置づけられた観光情報は、図 4 に示し
たとおり 17 件あり、東北地方 1 件（岩手）、関東地方 1
件（東京）、中部地方 10 件（山梨・静岡（5）・長野（3）・
福井）、近畿地方 1 件（奈良）、中国地方 2 件（島根（2））、
九州地方 2 件（佐賀・大分）と、中部地方に過半数が
集中していたものの、北海道地方と四国地方を除く日
本全国に広く分布している実態が確認された。

　温泉地やキャンプ場の一角に存在することで「サブ
デスティネーション（SD）」として位置づけられた観
光情報は、図５に示したとおり 12 件あり、東北地方 1
件（岩手）、関東地方 1 件（東京）、中部地方 3 件（長
野（2）・岐阜）、中国地方 4 件（鳥取・山口・岡山（2））、
四国地方 2 件（愛媛（2））、九州地方 1 件（鹿児島）と、
件数は少ないものの北海道地方と近畿地方を除く日本
全国に広く分布している実態が確認された。
　グルメ素材や郷土料理として用いられることで現地で
の食事に供される「食の資源」としての観光情報は、図
6 に示したとおり 28 件あり、東北地方 4 件（青森・秋田・
岩手・山形）、関東地方 2 件（埼玉（2））、中部地方 8 件

（新潟・山梨（3）・静岡（2）・長野・石川）、近畿地方 3
件（和歌山・兵庫（2））、中国地方 3 件（島根（2）・山口）、
四国地方 3 件（徳島（3））、九州地方 5 件（佐賀・長崎・
大分・熊本・鹿児島）と、北海道地方を除く日本全国に

表２　旅行における観光わさびの活用目的（箇所数）
（注）データベース「JAPAN 47 GO」をもとに筆者作成

図３　旅行における観光わさびの活用目的（構成比）
（注）データベース「JAPAN 47 GO」をもとに筆者作成。

図４　観光わさびの地理的分布（メインデスティネーション）
（注）データベース「JAPAN 47 GO」をもとに筆者作成

図３　旅行における観光わさびの活用目的（構成比） 
	


（注）データベース「JAPAN47GO」をもとに筆者作成	


図４　観光わさびの地理的分布（メインデスティネーション） 
	


（注）データベース「JAPAN47GO」をもとに筆者作成	


メインデスティネーション 17

サブデスティネーション 12

現地での食事 28

お土産 38

計 95
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広く分布している実態が確認された。

 

　ショップや道の駅などでお土産として販売される観光
情報は、図 7 に示したとおり 38 件あり、東北地方 8 件（岩
手（2）・宮城（4）・福島（2））、関東地方 5 件（茨城・栃木・
東京（3））、中部地方 11 件（山梨（2）・静岡（8）・長野）、
近畿地方 2 件（和歌山（2））、中国地方 11 件（島根・広
島・山口（9））、九州地方 1 件（大分）と、北海道地方

と四国地方を除く、日本全国に広く分布している実態が
確認され、太平洋側における観光情報が多いという結果
を得ることができた。

　以上図 4 から図 7 の結果をまとめて読み解くと、ど
の資源活用も北東北から九州地方まで、日本国内に縦
断的に分布している実態が明らかとなった。
　加えて、双方を満遍なく活用している静岡（来訪 5、
食 10）のような事例も見られた。
　また、わさびが持つデスティネーション性について
は、中部地方で「来訪」資源（MD：10 件・SD：3 件）
としての活用の多さがやや目立つものの、北海道地方
を除けば、まったく活用が見られない地方は存在しな
かったことが確認できた。

　以上、本研究では既存の観光情報データベース
JAPAN 47 GO を活用することにより、日本国内にお
ける観光資源としての「わさび」の現状と課題をまと
めてきた。
　その結果、わさびは国内の特定の地方に集中して活
用されるような観光資源というわけではなく、日本全
国で活用、展開が可能であり、小規模ながら現実に今
でも顕在的に活用されている状況が指摘できたと同時
に、「来訪」資源か、「食」の資源かという観点から分

図５　観光わさびの地理的分布（サブデスティネーション） 
	


（注）データベース「JAPAN47GO」をもとに筆者作成	

図５　観光わさびの地理的分布（サブデスティネーション）

（注）データベース「JAPAN 47 GO」をもとに筆者作成

図６　観光わさびの地理的分布（食事）
（注）データベース「JAPAN 47 GO」をもとに筆者作成

図７　観光わさびの地理的分布（お土産）
（注）データベース「JAPAN 47 GO」をもとに筆者作成

図６　観光わさびの地理的分布（食事） 
	


（注）データベース「JAPAN47GO」をもとに筆者作成 

図７　観光わさびの地理的分布（お土産） 
	


（注）データベース「JAPAN47GO」をもとに筆者作成 

４　考察 
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析を行うと、北海道地方を除けば、まったく活用が見
られない地方は存在しなかったという実態が確認でき
た。
　この結果を踏まえて、「観光資源としての『わさび』は、
未だ十分活用されていないものの、日本各地において
食や土産、デスティネーションとしての伸びしろがあ
る」と設定した仮説を検討していきたい。
　まず、「観光資源としての『わさび』は、未だ十分活
用されていない」という仮説の前段部分については、
11 万件を超える観光情報を蓄積しているデータベース、
JAPAN 47 GO を用いた検索において、「わさび」、「ワ
サビ」、「山葵」というキーワードを用いても、データ
の重複等を整理すると、わずか２桁（95 件）の観光情
報しか蓄積されていない実情を鑑みると、わさびは観
光資源として「十分活用されていない」という指摘は
支持される事実であったと判断することができた。
　また、植物としてのわさびは北海道から九州まで日
本各地に自生する事実を踏まえると、わさびを観光資
源として顕在的に活用していない都道府県が 15 道府県

（北海道・群馬・千葉・神奈川・愛知・富山・三重・滋賀・
京都・大阪・香川・高知・福岡・宮崎・沖縄）にのぼ
ることが確認できたため、わさびは観光資源として「十
分活用されていない」という指摘は、この実態からも
支持されると考えられた。
　一方で、後段の「観光資源としての『わさび』は、
デスティネーションとしての伸びしろがある」という
仮説についても、わさびの観光的活用の実態が、北海
道を除く北東北から九州地方まで確認できている一方
で、全体として件数が少ないこと（総計で 95 件）こと
から、伸びしろが大きいという指摘が可能であると考
えられた。
　また、隣接している都道府県において、つまりわさ
びの自生や栽培条件に著しい相違点がない場合でも、
わさびが観光資源として顕在化している都府県とそう
ではない道府県が確認できたため、顕在的にわさびを
観光資源として活用していない地域において、わさび
を観光資源として顕在化させることが可能であると考
えられた。さらに、上述した「和食」や「世界 / 日本
農業遺産」などの文化財的なブランドを活用して、日
本という国のスケールでわさびという観光資源をア
ピールし、全国各地でわさびを観光資源の一つとして
活用する方法も有効ではないかと推察された。
　そのような中で、「食」の資源に留まることなく、「来
訪」資源としてのわさびのプロモーション展開が有効

であろうと指摘することが可能であると考えられた。
例えば、現状では長野県安曇野市にある大王わさび農
場のように、確立されたわさび田のデスティネーショ
ンも存在することも事実である。しかし全国的に見た
場合、「来訪」資源として顕在的に活用されている実例
は少ないといえ、その伸びしろは大きく、日本各地で
デスティネーション化が可能であることが図 4 や図 5
の結果からも読み解くことができると判断できた。

　上記の考察結果を踏まえると、「観光資源としての『わ
さび』は、未だ十分活用されていないものの、日本各
地において食や土産、デスティネーションとしての伸
びしろがある」と設定した仮説は概ね支持できると結
論づけることができる。
　ただし、研究面での限界としては、今回の調査は既存
の全国データベースを活用した分析に留まっているた
め、地方においては顕在化しているものの、データベー
ス上に掲載されていないという理由で見逃しているわさ
び関連の観光が存在する可能性は否めないという点が指
摘できる。このようなデータベースによる制約は、今後
の継続研究で解決していければと考えている。

　また、わさび田などを来訪者に開放し、デスティネー
ションとして活用していくためには、幾つかの課題が
存在することを指摘できる。例えば、わさび田に来訪
者を呼ぶことによる水質の悪化や微気象の変化には留
意が必要である。品質の良いわさびを収穫するために
は、水温、水質、日照などの気象条件の調整が欠かせ
ない。そのような点に配慮した持続可能な観光の形態
が望まれる。また、一般的にわさび田が存在する地区は、
足元が悪く、地滑りや土石流などの災害が懸念される
可能性が高い。わさびを来訪資源として活用していく
ためにはそのような事象に対するリスクマネジメント
を念頭に置く必要がある。加えて、わさびの自生地や
栽培地の多くは人口集中地から離れている場合が多い
ため、交通アクセスや宿泊の確保などへの対応も必要
となってくる。最後に、日本を代表する食材かつ魅力
的な文化的景観を形成しているわさび田を維持する後
継者の不足も大きな課題であると考えられる。これら
の課題を解決しながらも、日本各地で観光活用が十分
なされていない地域において、日本独自の自然を活用
した文化的景観や食の象徴ともいえるわさびの活用を

５　結論および今後の課題 
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今後とも検討していく意義は十分存在するのではない
かと考えられた。

　なお、本研究は、科学研究費基盤研究（C）21K05662「小
規模わさび田の価値を再認識する－静岡市のわさび
田を対象として」、および科学研究費基盤研究（C）
23K05285「デスティネーション特性から見た日本の
ガーデン観光の特性分析と DMO 組織の高度化」の一
環として実施された。
　本研究の一部は「第 135 回日本森林学会（於：東京
農業大学）」において、「観光資源としてのワサビの現
状と課題」と題してポスター発表を行った。
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